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バッテリーチャージャーライト

取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身
事故になることがあります。

この取扱説明書の「安全のために」と別冊の「安全のために」をよくお読みのう
え、製品を安全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

警告

Sony Corporation © 1998 Printed in Japan

BC-FL1

ソニー製品は安全に十分配慮して設計されています。しか
し、電気製品はすべて、まちがった使いかたをすると、火
災や感電などにより人身事故になることがあり危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

• 安全のための注意事項を守る
この「安全のために」の注意事項をよくお読みください。

• 定期的に点検する
1年に1度は、本体のプラグ部に異常がないか、故障し
たまま使用していないか、また、プラグ部とコンセント
の間にほこりがたまっていないか、などを点検してくだ
さい。

• 故障したら使わない
動作がおかしくなったり、本体などが破損しているのに
気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサービス
窓口に修理をご依頼ください。

• 万一、異常が起きたら

警告 安全のために

主な特長
•カムコーダー用リチャージャブルバッテリー
パック（充電池）の充電機能付き。

•停電時、地震発生時自動点灯機能内蔵。
•フラッシュライト内蔵。
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お問い合わせはお客様ご相談センターへ
●東京(03)5448-3311 ●名古屋(052)232-2611 ●大阪(06)539-5111

〒141-0001 東京都品川区北品川6-7-35

主な仕様
定格入力電圧 AC100V、50/60Hz
定格出力電流 110mA
消費電力 4VA以下
外形寸法 60×60×170mm（幅×高さ×奥行）
質量 300g（400g NP-F530収納時）
付属品 交換用電球（ランプ蓋の中に収納されて

います）
適合電池（別売） NP-500/510/F530/710/F730/F930

本機の仕様および外観は改良のため予告なく変更するこ
とがありますが、ご了承ください。

保証書とアフターサービス
保証書
•この製品には保証書が添付されていますので、お買い上
げの際お買い上げ店でお受け取りください。

•所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切
に保存してください。

•保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときは
お買い上げ店、またはお近くのソニーサービス窓口にご
相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
くわしくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有
料修理させていただきます。

電池についての安全上の
ご注意
漏液、発熱、発火、破裂、誤飲などを避けるため、下記
のことを必ずお守りください。

（この項目は充電式電池のみに適用となり
ます）

•指定された充電器以外で充電しない。
•火の中に入れない。ショートさせたり、分解、加熱しな
い。コインやヘヤーピンなどの金属類と一緒に携帯、保
管するとショートすることがあります。

•リチウムイオン電池は、火のそばや炎天下などで充電し
たり、放置しない。

•充電式電池に貼ってあるビニールをはがしたり、傷つけ
ない。

•火の中に入れない。ショートさせたり、分解、加熱しな
い。

•乾電池は充電しない。
•指定された種類の電池を使用する。

•＋と－の向きを正しく入れる。

もし電池の液が漏れたときは、電池入れの液をよくふき
とってから、新しい電池を入れてください。万一、液が
身体についたときは、水でよく洗い流してください。

使用上のご注意
•本機でNP-500/510/F530/710/F730および

NP-F930以外の充電はしないでください。
•ランプが点灯中にラジオを近づけると雑音が入
ることがあります。その場合はラジオを離して
お使いください。

•充電中は、充電器や充電式電池が熱くなります
が、危険はありません。

•壁面に取り付けてご使用ください。テーブル
タップ等不安定な場所に取り付けると揺れ感知
機能が正しく動作しません。

•子供の手のとどかないところでご使用ください。
•プラグはコンセントに確実にさしてください。
ほこりや湿気がたまるとショートして火災につ
ながる危険性があります。

警告表示の意味
取扱説明書及び製品では、次のような表示をしています。
表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・
感電などにより死亡や大けがなど人身事故
の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電や
その他の事故によりけがをしたり周辺の家
財に損害を与えたりすることがあります。

警告

注意

注意を促す記号 行為を禁止する記号

火災 感電 禁止 分解禁止

b変な音・においが
したら、煙が出たら

1 電源を切る
2 お買い上げ店ま
たはソニ－サ－
ビス窓口に修理
を依頼する

警告 下記の注意を守らないと、
火災・感電により大けがの
原因となります。

火災 感電

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や、直射日
光のあたる場所には置かない
火災や感電の原因となることがあります。特に風呂場では
絶対に使用しないでください。

禁止

下記の注意を守らないと、けが
をしたり周辺の家財に損害を
与えたりすることがあります。

注意

水のある場所に置かない
水が入ったり、ぬれたり、風呂場で使うと、
火災や感電の原因となります。

移動させるとき、長期間使用しない
ときは、充電器をはずす
移動させるとき、長期間使用しないときは
充電器をコンセントから抜き、バッテリー
をはずして保存してください。火災の原因
となることがあります。

お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだままお手入れをす
ると、感電の原因となることがあります。

使用しないときはプラグ部をたたむ
プラグ部が起きたままになっていると、あやまって踏みつ
けたときにけがの原因となることがあります。

高いところにあるコンセントや、はずれやすいコ
ンセントでは使用しない
また横向きのコンセントも使用しないでください。落下し
た場合にけがをする恐れがあります。

風呂、シャワー室
での使用禁止

プラグをコン
セントから抜く

プラグをコン
セントから抜く

禁止

危険

警告

注意



各部のなまえ

充電器として使う
1 電源スイッチを「OFF」にする。

2 バッテリーカバーをはずす。

3 バッテリーをとりつける。
図のように、バッテリーの4マークを充電ラン
プ側に向けて矢印の方向にずらします。

充電ランプ

ランプカバー 電源スイッチ

バッテリーカバー

バッテリーとり
はずしスイッチ

リセット
ボタン

電源プラグ

2 一度リセットボタンを押して電源スイッチを
「ON」にする。
消すときは電源スイッチを「OFF」にします。

ランプの点灯持続時間について
ランプ点灯持続時間は使用する電池によって異な
ります。下記の表を目安にしてください。

使用する電池 ランプ点灯持続時間*

NP-500/510/F530 約3時間

NP-710/F730 約5時間

NP-F930 約7時間

* 完全充電時

ランプ交換のしかた
1 ランプカバーをはずす。

2 内部反射鏡をとり出す。反射鏡裏面に交換用の
ランプがついています。

3 使用済みのランプをとりはずす。

4 交換用のランプをとりつけて反射鏡とランプカ
バーを元にもどす。

√

ランプの点灯
震度5程度の地震が起こったときや停電時にランプ
が点灯します。約10分間点灯して消えます。

ご注意
•バッテリーをとりつけてないと、震度5程度の地震が起
こったときや停電時にランプは点灯しません。

•本機は震度5程度の地震発生時に点灯しますが、設置す
る環境により揺れの大きさは変わりますので気象庁等の
発表の震度と必ずしも一致するとは限りません。あくま
でも参考としてお考えください。

•本機は揺れを感知して点灯するライトです。地震を直接
感知したり、地震の被害を直接防止するものではありま
せん。

10分以内にランプを消すときは、リセットボタン
を押します。

リセットボタン

4 バッテリーカバーをとりつける。
NP-500/510/F530以外はバッテリーカバーを
とりつけずに使います。

5 電源プラグをおこす。

6 コンセントに電源プラグを差し込む。
充電が始まります。
充電が始まると充電ランプが赤色に点灯しま
す。充電が完了すると充電ランプが緑色に点灯
します。

充電時間について
充電時間は使用する電池によって異なります。
下記の表を目安にしてしてください。

使用する電池 充電時間*

NP-500/510/F530 約20時間

NP-710/F730 約35時間

NP-F930 約50時間

* 完全放電の状態で充電を始めた場合、充電ランプの赤色
点灯から緑色点灯に変わるまでの時間。

バッテリーのとりはずしかた
1 バッテリーカバーをはずす。

2 バッテリーをとりはずす。

2

1

3 バッテリーカバーをとりつける。

反射鏡
交換用ランプ

スイッチをずらしながら
バッテリー凹部

本体凸部

ツメ

図のようにツメが
見える状態にして
ください。

図のように本
体凸部とバッ
テリー凹を合
わせてくださ
い。

4マーク

バッテリーをずらして
とりはずす

コンセント
本機

懐中電灯として使う
1 充電が完了したらコンセントからとりはずす。

そのまま懐中電灯として使います。

ご注意
充電したバッテリーをとりつけないと使えません。


